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1. はじめに

平安時代 初期 編纂 日の に された 本靈異記 中 奈良 元興寺 智光 見聞 地獄說話には ・ の が した 

語が られる 智光 獄卒 閻魔大王 西は によって のもとにつれてゆかれるのであるが はじめは の。 、

北 進 地獄 水平 南北 方向 智光ほうに そしてあるところからは に む は の の にあるようである は、 。 。

地獄 熱氣 中 熱 鐵 柱 熱 銅 柱 順次 抱 肉 溶 關の の い の い の を に かされ はみな けただれたにも わらず、 、

生 返 最後 阿鼻地獄 責苦 受 說話 水平的地獄觀 点 熱地獄また き って は で を ける この からは である と。

点 注目 以後 具舍論 基 地獄 深 地下 說 往生要集である に されるが に づいて が い にあると く が、 、    

社會 多大 影響 及 關 日本 說話文學 地獄 相変 水平に な を ぼしていたにも わらず の にみる には わらず、

的 地獄觀 熱地獄 觀念 根强 殘 経典 說話 食 違 生な の が く っているのである では と の い いはなぜ じ、 。

問 答たのであろうか この いに える。 経典 描 地獄 位置 構造 種類ためにはまず に かれた の や など、

關 考察 先行に する が されなけ 点 明 本稿 目的 考れ ばならず この を らかにするのが の である、 。

察 範囲 八熱地獄 八寒地獄 十六小地獄 定型化 地獄像 形成の は といった された が するまでのベー、 、

文獻 四阿含經 資料 所在 岩本裕 極樂 地獄 三一書房 石田ダ から までにする の などは と。   、 、

瑞麿 地獄 法藏館 兩書 負 多 細部 筆者 觀点 述の に うところ く において の を べたことをこ  、 、

とわっておく。

。

  、    

 。



2. 地獄ベーダにみる

地獄思想 仏敎占有 地獄 地下 牛獄 意味 名称は のものではない というのは の の である この はも。 。

中國 語 地獄ともと にあったものではなく インド で のことを ナラカ とか ニラヤ、

地獄 中國語 譯語 奈落 音寫というが という はこれの であり ナラカ は と された、 、 地獄。

思想 仏敎以前 古來 死者 考 方 由來 人 特有は のインド の の え に するものであって インド アリア の、

宗敎的 思想的活動 仏敎 多大 影響 与 人 思想 紀元前 年頃 紀・ が にも な を えた アリア の は から。

元後 世紀 成立 思想 古代 敎 宗敎文獻の ごろにかけて した その は インドのバラモン の であるベー。

ダ 窺 知 四種 中 最古 文獻 重視によって い れるが ベーダには があり その でも の として されるの、 、

が リグ・ベーダ である  。

紀元前 年 成立 一 卷ころに したベーダの つとされている リグ・ベーダ  歌 の リ

贊歌 意 神 贊歌 集成 登場グ は の で 々への を したものである リグ・ベーダ にはヤマが する、 。  。

地獄 主 閻魔 音寫 死後 世界 關の である はこの ヤマ の であるわけであるが ヤマや の に、

贊歌 五編 死者 王 歌 拔粹 以下する は ・ ある そのうち ヤマ の の を すると のようであ。 、

る 。

最初 道 見 牧場 樂土 死界 奪 取ヤマはわれらのため に を いだせたり この ・ は い らざるべき。 にあらず

古 祖先 去 行 後生 子孫 自己 道 從われらの き が り きしところ そこに は の に っ。 、 、 て 赴く 祖。

先 合同と せよ ヤマ、 と 合同せよ 祭祀 善行・、 の 果報 と 合同せよ 最高天 居所ヤマの にお、

欠陷 棄いて を てて。 、 汝の 家鄕 死者 世界 歸 光輝 滿の に れ に ちて。 、 新たなる 身体 合体と せ

者 死者 祖先 居所 設 晝 水 夜 飾 安息所よ この のため はこの を けたり ヤマは ・ ・ もて れる。 、 。 、

彼 与 神話的牡犬 子 二匹 犬 四 眼 斑 直路 過 走を に う サラマー の なる の つ にして あるを に ぎり れ。 、 、

汝 二匹 番犬 四 眼 道 守 人間 監視 犬 彼ヤマよ の の つ にして を り を するこれらの に。 、 、 、 、 、

死者 託 王 彼 安寧 無病 授 神酒 搾を せ ヤマ よ に と とを けよ ヤマのためソーマ を れ ヤマ、 。 。 。

供物 捧 莊嚴 祭祀 火神 使者 實 赴に を げよ せられたる は アグニ を として にヤマに く グリタに。 、 、 。

富 供物 捧 前方 進 彼 神 導む をヤマに げよ に みいでよ ヤマ がわれらを 々のもとに かんことを。 。 、

われらが 長 命 生き を きんがために。

  、 、

、 。

、  ・  、  

 、   、  

 。   、

、 。

、 、 。

。 。

 ・  、 、 。
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以上 內容 最初 死後 世界 道 見 人 四 眼 番犬 死者 託の をみると に の の を いだした であり つ の に を、 、

死 人 居所 最高天 行 光輝 新 身体 合体するとある んだ はヤマの なる に き くなかで たな と すること。 、

世界 極苦 世界 死者 安寧 無病 与 樂土になる ここでのヤマの は の ではなく ヤマは に と とを える と。 、

描して かれているのである。

次これが の アタルヴァ・ヴェーダ になると、   描寫 具体的 死者 風神が になって は マルト、 、

微風 誘 天國 伴 冷水 体 祖先 人の に われて に われ によってもとの にもどるという そして の たちと、 。

一緖 理想 樂土 住 快樂 限 盡 一方 天國 對置 場所にこの の に み の りを くすことができる に される、 。 、

地獄 徐 示 天國 對置 場所としての が 々にかたちを すようになる ここでは スヴァルガ に される は。

世界 奈落 本來死者ナラカ とよばれる ここは のおもむくべきところ。 、 女性 惡魔ではなく の と、

魔術師 住處 殺人者 住處 世界 暗 光 遮の であり また の でもあるとされた しかもナラカ は く を られ、 。 、

最下 世界 記 死者 世界 限定 天國た の であると されている の と はできないが。 、 現世 對蹠的とも とも な

冥界であることはあきらかである。

以後 時代 降 後期 文獻 人間 善この アタルヴァ・ヴェーダ が り のヴェーダ になると ヤマは の  、 、

惡 行爲 判定 死後 審判者 地位 与の を するものとなり の という を えられる、 。

地獄遍歷 物語 司法神 子ジャイミニーヤ・ブラーフマナ の ブリグの の によると ヴァルナ の  、

高慢 考 父 神 六 他界 遍歷ブリグは その をたしなめようと えた の によって つの を して そこにいる、 、

人間 苦 惱 姿 伝 人間 姿 変 樹木 切 刻の しみ む をみたことを える たとえば に を えた によって り んで。 、

食 人間 姿 変 家畜 食 樂土 樣相べられたり に を えた によって べられたりする もちろん らしい が、 。 、

場合 死後 樂土 世界 死後 審判 行 地獄 觀念 持 変みられる もあるが の ヤマの が の を う の を つものに、 、

貌した。

紀元前數世紀 口伝 伝 始 叙事詩また ごろに によって えられ めたといわれる マハーバーラタ に、   

死者 國 死者 裁 國 南方 地 果 恐 暗黑なると ヤマは の にあって を くのである その は の の て ろしい、 。 、

世界 罪人 責 苦 受 地獄 洞窟の であって はさまざまな め を けるとされる その はときに のようであ、 。

湖 樣 樣相 描 性格 明ったり ときに のようでもあり 々 な をもったものとして かれる ヤマの が、 、 。

確 地獄 思想 固定化 一 頂点 記憶になるにつれ の も する マハーパーラタ は その つの として さ、 。  、

祖父 主 餓鬼 王 法 王れなければならない ヤマは の であり プレータ の であり しかも の とし。 、 、

亡者 裁斷 死 人間 王宮 行 國土 南方て を する んだ はすべてヤマの に かなければならない ヤマの は。 。

地 暗黑 國土 道 恐 途中 木陰の のはてにあり につつまれている その へいたる は ろしく には をつ、 。 、

樹木 飮 水 休 場所 亡者 意志 執行 使者くる もない む もなければ む もない はヤマの を する によって。 。

引 生前 物惜 苦行 救 生前 灯火きずっていかれるが に しみせず また をしたものには いがある に、 、 。

与 途中 灯下 道 照 斷食 行 乳酪 与を えたものは で が を らして を ったものは を えられる プシュポー、 。

川 水 惡業 人 膿汁 生前 人 水 惠 人ダカーという があるが その は の には のようであり に に を んだ に、 、

甘美 水は な となる。

地獄 棒 槍 火 壺 殘忍 獄卒 罪人 責 苦 罪人 劍では こん や や の をもつ な が を め しめ たちはまた の、 、 、

林 熱砂 茨 木 責 虫 罪人 犬 彼 食 彼 血や や の で めさいなまれる が たちをかじり が らを い らはまた。 、 、

  、   、

・   、 、 。



川 放 込 彼 熱砂 燒 劍 葉 樹木 身 切の ヴァイタラニーに り まれる らは で かれ の と を もつ に を ら、 。 、

剃刀 葉 身 削 彼 水 求 無駄 飢渴 苦れ の に を られる らは を めても であり に しまなければならない、 。 、

。

酒 賣 三百年間 叫喚地獄 墮 再とくに ソーマ を るものは ラウラヴァ に ちて びうまれるとき、 、

虫 殺人者 地獄 彼 流 血 滴 數 年數 姦通 罪は けらなどになる は に が した の りの だけの をとどまり の。 、

犯 彼 身体 毛孔 數 年數 地獄を したものは の の の だけの にとどまるのだ とされる、 、 、 。

紹介 後 岩本 地獄 地獄 水氣 多このように された は マハーバーラタ の を は の いところで あ、   、

湖 泥土 洞窟 記 最下 世界 記るいは とも あるいは の とも され また の にあるとも される しかし、 、 。 、

數 不明 次 要約 後述 仏敎 地獄 展開その は である のように する いずれにせよ する における の の。 。 、

先驅をなしている。 要約と する。

地獄 諸相 西曆前二世紀 成立 法典このような の は ごろに したとされる マヌの ヤージュニヤ、    

法典 顯著 特色 目立 多彩多樣 地獄・ヴァルキヤ などになると な がそこに ってくる それは な 、 。 、

分化 地獄名 頻出 二十一 地獄 整理の の であって の に されてくる、 。

3. 初期経典 地獄にみる

仏敎 受容 一 天 昇 夜摩天 焰摩天 欲界 第三天 輝に されたヤマは つは に って となった の で く、 、 。 、 光

滿に 溢 晝夜 別 不思議 歡樂 世界 一 地 閻魔王ち れて の がなく な の とされる いま つは にもぐって となり、 。 、

地獄 主催者 分 取入 明の とされた それがいつごろから このように れて れられたか らかにしえないと。 、 、

しても か、 早なり い時期であったとみることはできる。

初期 経典 說 閻魔王 支配 地獄 記述 單純の が くところでは の する そのものの は かなり なものとみて、 、

法句経 眞理いい たとえば ダンマ・パダ のことば。    、  來世 世 對立 第 基には と この の に

惡 行 人 地獄 惡 所 閻魔王 世界 墮 說 責 苦づいて い いをした は い の に ちると かれるが どのような め を、 、

受 地獄 触 閻魔王 同時 後 獄卒けるのか はどこにあるのかなどについては れない ただし と に の たる、 。 、

閻魔王 從卒 第 登場 不守戒律 人 火炎 熱 鐵丸 食の が しており の は のように した を うほうがまし、

第 責 苦 忍 記述 注目だ と め を ばせる は されよう 一方 感興ウダーナァルガ のことば。   方の も

  、 、

  ・ 、 。

、 、

、 。

、 。

  、 、 。

  、 。・

、 、 、 。

。 ・

・ 、 、
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変 地獄關連 詩 拾 約 個所 個それほど わりはない の を ってみると があり そのうち は スッタニ。 、 、  

パータ と 個 關連は ダンマ・パダ と する、   兩者 關連詩 見比 內容 酷の を べるとほとんどの は。

、 。 ・

、 、 、 。 ・

。 。 、

。 ・ 。

。 。

。 ・ 。 。

、 。 ・ 、 、

、 、 。

・ 、

、

。 ・ 、 、 。

、 、 。 ・ 、

。 ・ 、 。 、 、

、 、 。

。 ・ 、 、 、

、 。 ・ 、

、 。 。

、 。 ・ 、

、 、 。 ・

、 、

、 。 ・ 、

、

、 。 ・

、 、

、 。

  、 、  

  。

。   、 、 。

  、 。・

、 、

。 、  

 ・  。  

 、 。・ 、 、

、 。 。

、 。 、 ・  ・

。 。

。 、 ・  ・

、 、 。

。 、 ・  ・ 、

、 、 、

、 。 、 ・  、 ・

、 、 、

。  ・  ・

、 、

、 。 、 ・  

。・ 、

。

、 。 ・ 。

、 、 。 ・ 、



似 以下 若干 違しているが の の いもみうけられる、 。

、 、 、

。 。 ・ 、

、 、

。 。 、

。

心 煩惱 汚 亂 善惡 捨 目覺が に されることなく おもいが れることなく のはからいを てて めている、 、 、

人 何 恐 無 第 心 煩惱 汚 心 縛には も れることが い ・ が に されることなく が られることなく、 。 、

善惡 捨 人をはからいを てた には、 、惡 領域 地獄 恐 無い におちるのではないかという れが い。

、 、  、

 ・  。 ・  

、  

。 、

 ・  、  

、 。   

 ・  、 、

。

  

。

、 、

。

、   

、

。 。

。 、 。 ・

。 、 。

、 、 。 ・ 、 、

、 、 、

。 ・

。 。

。 、 。

・ 、 。 、

。 。 ・

、 。 、 。

、 。 。 ・ 、

。 、 。 、

。 。
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     ・  

。

。

。

。 、

、 、

。 。

、 。

國 升目 二十 胡麻 積荷 一車輛分 取 出たとえば コーサラ の ではかって カーリカの の があって それを り、 、

一人 人 百年 胡麻 一粒 取 出 方法すとしよう ついで の が をすぎるごとに を ずつ り すとしよう その によっ、 。

國 升目 二十 胡麻 積荷 一車輛分 速 盡 一て コーサラ の ではかって カーリカの の が かに きたとしても つ、 、

地獄 盡 至 二十 地獄 一 地獄 時期のアップダ はまだ きるに らない のアップダ は つのニラッブダ の に。

等 二十 地獄 一 地獄 時期 等しい のニラッブダ は つのアババ の に しい。 。

以後 地獄 二十倍 地獄 地獄 二十倍 地獄 連アババ の であるアハハ アハハ の であるアタタ が なり こ、 、 、

方法 黃蓮地獄 白睡蓮地獄 靑蓮地獄 白蓮地獄 紅蓮地獄 續 多數集のような で と く の まった、 、 、 、 。

一 等 表現樣式 中 現 反映ものが の つに しい という は ウパニシャッドの に れいるがそれが している、

地獄 紅蓮地獄 十個 地獄名 見 石田瑞麿氏 散文 部分わけだ アップダ から まで の が られが はこの の は。 、 、

最後 二偈 一 紅蓮地獄 運スッタニパーダ にはもともとふくまれていなかったらしい の の つである に  

去 者 壽命 年數 荷車 胡麻 數 諸 智者 計算び られた の の は につんだ の ほどある と 々の は した すなわ、 、 。

五千兆年 一千万 千二百倍 年 意識 編集 考ちそれは とさらに の の である を して されたものと え。 、

地獄 十 整理 後 推測を に するのは もっと になってから と している、 一方 地獄 樣相の はというと。 、

地獄 墮 者 鐵 串 鐵 槍 突 火炎 中 銅製 釜 膿 血に ちた どもは の の で かれたり の や の や、 、 、 、

湯釜 蛆虫 棲 水釜 銳 劍 葉 林 入 苛のまじった の む い の のついた などに れられて まれる、 、

或 黑犬 斑犬 黑烏 群 野狐 貪 食は や や の や などに り われる。 以上 責苦 後 時代 典型の は の にごく。

  、 、 。

  、 、

・ 。
。 、
。 ・ 、 、 。 、 、

。 、 、 。 。
。 ・ 、 、 、

、 。 ・
、 。

、 、 。 ・
、 、

、 。 、
、 。 ・

、 。
、 。 ・

。
、 。 ・ 、 。

、 。



的 責苦 登場 点 注目 惡業な として している が される ただし スッタニパーダ において さまざまな。 、  、

說 關 以上 除 地獄 關連 說 記述 幾は かれているにも わらず の コーカーリヤ を くと と づけて いている は つ

數かを えるにずきない 点 散文 具体的 名前 登場 關 後 地獄 責苦この の な が しているにも わらず の の。 、

地獄 屬 說明 点 合 地獄 思想 組織化がどの に するかを していない も わせて まだ の は されていないので、 、

ある。

初期 仏敎敎団 伝持 原始経典 四阿含 長阿含經 中阿含インドにおける の が してきた である すなわち、 、

經 增阿含經 雜阿含經 地獄思想 整備 內容的 豊富 経典群 登場 各経には において された に な が する、 、 、 。

典 前後關係 不確 一応 簡單 記述 拾 中阿含經 卷十二の は かなので な から ってみることにしたい の、 、 。  

天使経 閻王 天王 罪 犯 閻王 境界 生 人 裁 場面 罪人 五天使には とも を して の に まれた を く があって は、

善 問 善 撿 善 敎 善 訶 已 獄卒 手 渡 獄卒 四門大地獄 次によって く ひ く し く へて く し り の に る は で の。

頌ような をいう。

四柱有四門 壁方十二楞 以鐵爲垣薔 其上鐵覆蓋 地獄內鐵地 熾熱鐵火布、 、 、 、 、 、

深無量由延 乃至地底住、 、極惡不可受 火色難可見 見已身毛堅 恐懼怖甚苦、 、 、 、

彼墮生地獄 脚上頭在下 誹謗諸聖人 調御善淸善 新修大藏経第一卷 下、 、 、   

地獄 位置 關 深 無量由延 地底 具体的 記述まず の に してであるが さが にして にあるといい な では、 、 、

・ 、 。 、
。 、 。 ・

、 、 。
、 、 、 。

・ 、 。
。 、 、 。 ・

、 。
。 ・ 、 。

、 、 。
・ 、 、

。 。 ・
、 。

、 、 、 、

。

・ 、 、 。 ・
・

、 、 。
、 。 ・ 、 。

、 。
。 ・ 、 、

。 。 。
。 ・ 、 、

、 。
。

、 、  
 、 、 。 、

。 、 、 、 。 ・ ・
。 、 、

、 。
  、 、 。 、

  、 、 。
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地底 明記 点 以前 経典 注目 値ないものの と している は の にはないところで に するであろう ちなみに。

閻王 住所 閻王 境界 罪人 閻王 天王 仰 閻王 使 天使の はただ の とあって が を と ぎ の いとして が、 、

登場 点 考 合 段階 閻魔王 住所 天 可能性 上記している を え わせると この での の はまだ である がある の、 。

頌 以後 四門大地獄 呼 理由 述 極大久遠 後 地獄 四面の は と ばれる が べられる すなわち の に の。 、 、

東南西北 四門 順次 開 結局の が に くが、 門 閉 罪人 出 極重 苦 受すべての は ってしまい は られず の を ける

極大久遠 後 彼の に らは。 四門大地獄 拔 出 今度 峰巖地獄 糞屎地獄 鐵鍱林から け るが は 、 、

地獄 鐵劍樹林地獄 灰河 生 責苦 過程 彼 惡不善 業 一切盡に じて をうける もしこの で の の が き、 、 。

再 灰河 墮 鐵劍樹林地獄 鐵鍱林地獄 糞屎地獄 峰巖地獄 順 廻ていないと び に ち の に、 、 、 、

四門大地獄 入 過程 彼 惡不善 業 一切盡 殘 無って に ることになる もし この で の の が き ったものが け。 、

始 罪人 畜生 餓鬼 天 生 石田氏 四門 外 東れば めて は などに じることができるという は の には、 、 、 。 、

西 南 北 順次 峰巖地獄 糞屎地獄 鐵鍱林地獄 鐵劍樹林地獄 呼 地獄 罪・ ・ ・ に に と ばれる がある、 、 、 。

人 順序 峰巖地獄 徐 順次 途中 地獄 経 鐵劍樹林地獄 送 逆行はこの で から 々に の を て へと られ また し、 、 、

峰巖地獄 戻 四門大地獄 歸て に って に るとされる、 說明 四 小地獄 峰巖地獄 糞屎地獄と して つの、 、

鐵鍱林地獄 鐵劍樹林地獄 四門 東西南が の、 、 北 位置 解釋 本文におのおの しているかに しているが の、

說明 裏付 記述 本文 四門 大地獄 出 四門 大地獄 次どこにもこのような を ける はない には の より で の の に。

峰巖地獄 生 峰巖地獄 次 糞屎地獄 生 記述 石田氏 數に ず の に に ず などと されているだけである が え。

灰河 灰河 生 地獄 落 表現 同 灰河ていない においても に ず とほかの に ちる とまったく じであって、

鐵劍樹林地獄 屬 糞屎地獄 鐵鍱林地獄 同 次元 個別 地は に しているものではなく などと じような の の、 、

獄 解 妥当として するのが ではな 中心 四門大地獄 終 五 地いだろうか ただ となる に わらずほかに つの。 、

獄 紹介 後 十六小地獄 経典 格子 別處 增 表現 使が されているのは の によっては ・ ・ などといった が、 、

關連 注目われる と して しておきたい。

責苦 描寫 豊富 具体的 火 中 身体 燃 盡 元通 生 死の は かつ であって の で が え きても りに じて ぬことがで、

峰巖地獄 糞屎 中 凌瞿來 虫 足 骨 最後 骨髓 食 盡 死きない の で という に から まで には まで い くされるが、

糞屎地獄 熱風 落 鐵鍱 手足 体中 切 裂 極大 犬 大ぬことができない によって ちた に など を り かれ の や、 、

烏鳥 体中 食 潰 鐵鍱林地獄 鐵劍樹 昇 身体中 刺 鐵劍 身などに を い される に らせられ を されたり に を、 、

刺 鐵劍林大地獄 沸灰湯 河 中 身 皮肉 煮 落 河 出 熱鐵丸 飮される の の で の が え とされ から ると を まさ、 、

灰河 責苦 描寫 豊富 具体的れる など の は かつ である。

一方 上述 天使経 四門大地獄 敷衍 潤色 思 內容 增一阿含經 卷二四の の を ・ したと しい が の、   

善聚品 見 同 五天使 登場 閻魔王 裁判 経 罪人 地獄 獄卒 手 渡 地獄 入に える じく の の を て は の に に り に。 、

閻魔王 對 天王 名前 使 閻魔 天 關係 以れられる ここでは に して という は われていないが と の が。 、

前 段階 切 離 推測 罪人 最初落 大地獄 樣子 次 偈 窺 知の より り されたと される が ちる の は の から い れる。

。

四壁四城門 廣長實爲牢 鐵籠之所覆 求出無有期 彼時鐵地上 火然極爲熾、 、 、 、 、 、

壁方百由旬 洞然一種色 中央有四柱 睹之實恐畏 及其劍樹上 鐵觜烏所止、 、 、 、 、 、

臭處實難居 睹之衣毛豎 種種之畏器、 、 、隔子有十六 新修大藏経第二卷 中  

注目 天使経 地獄 地 底 位置 墮極 人 脚上頭在下 深まず されるのは では が の に して の は にして、 、

  、 、



無量由延 落 省 段階 地獄 位置 地底さ を ちるされるが ここではそっくり かれている この では の は で、 。

認識 当 前 考 鐵觜烏 添加あるとの が たり であると えられていたからであろう のことが されているが。

天使経 鐵鍱林地獄 登場 大烏鳥 繫 推測の に した となんらかの がりが される、 一 注目もう つ さ。

下線 引 隔子有十六 部分 天使経 曖昧 說 部分 大れるのは を いた の である では に かれた がここでは。

地獄 付屬 小地獄 十六個 明記 十六 地獄 名前に している が あると されているのである しかし の の がち。 、

出 責苦 受 惡業 余 墮獄 人 大地獄 出 熱灰ゃんと ているわけではない を けながらも の りある の は から て。

地獄 大熱灰地獄 刀劍地獄 沸屎地獄 順次 廻 滅罪 還 熱屎地獄を に り しきれないと って、 、 、 、

刀劍地獄 大熱灰地獄 入 還 來 爾許 地獄 経 是 時彼 衆生 苦 受 堪・ ・ に り・ り って の を の の を くるに え、 、

還 頭 廻 熱屎地獄 中 至 是 時彼 衆生 苦 受 堪 還 沸屎地ず って を らして の に る の の を くるに えず って、 、 、

獄 劍樹地獄 熱灰地獄 入 還 大地獄 中・ ・ に り って の、 入 天使経 場合 各地獄に ることになる の。 、

單純 一回 對 熱灰地獄 沸屎地獄 廻 熱屎地獄 軸 二種を に りするのに して ここではまず から まで って を に、

類 循環 経路 辿 点 違 次 地獄 種類 名前 明記の の を っている が う に の であるが が されている。 、 、

六 十六 爾許 地獄 経 記述 以下のは つであって となっていない そこばく の を てという をみると は、 。

省略 考 否 省略 明確 槪念 定着 見 各地されたと えられる されたというより な が していなかったと え。 、 、

獄 責苦 關 記述 最初 熱灰地獄 沸屎地獄 点 裏付の に する が の から までだけになっている がこれを けてくれ

他 大地獄 責苦 小地獄 責苦 重 場合 整然 整理る に での と の が なる もあってまだ と されていないのである。

中阿含經 地獄 比較 付屬 地獄 十六 增加 点 注意が の と して その の が に するようになる は しておこ、  、

う。

十六 小地獄 名前 見 同 增一阿含經 卷三六 八難品 大の の が えるのは じ の においてである また  。 、

地獄 八大地獄 擴大 点 見逃 世尊 諸比丘 有八大地獄 云何 一者還活地が に されている も せない が に。 。 。

獄 二者黑繩地獄 三者等害地獄 四者涕哭地獄 五者大涕哭地獄 六者阿鼻地獄 七者炎地獄 八。 。 。 。 。 。 。

者大炎地獄 告 各地獄 名前 由來 後 述 一方 地獄 樣子 關 世と げており の の が で べられる の に しては。 。 、

尊 以下 偈 窺 知の の をもって い れる。

還活及黑繩 等害二涕哭 五逆阿鼻獄 炎大炎地獄 此名八地獄 其中不可處、 、 、 、 、

皆由惡行本 十六隔子圍 然彼鐵獄上 爲火之所燒 遍一由旬內 熾火極熱盛、 、 、 、 、

四城四門戶 其間甚平整 又以鐵作城 鐵板覆其上 新修大藏経第二卷 下、 、 、   

地獄 樣子 四 城 四門戶 鐵製 蓋 十六隔子 增一阿含經 善聚品 大同小異の は つの の など の と で、 、 、   

注目 善聚品 揃 地獄 名 以下 明記 点ある ただし すべきは では わなかった の が のように されている で。 、

ある。

一一地獄有十六隔子 其名優鉢地獄 鉢頭地獄 拘牟頭地獄 分陀利地獄 未曾有地獄 永無地。

獄 愚惑地獄 縮聚地獄 刀山地獄 湯火地獄 火山地獄 灰河地獄 荊棘地獄 沸屎地獄 劍樹

地獄 熱鐵丸地獄 如是比十六隔子不可稱量 新修大藏経第二卷 上。 。   

十六 地獄 名前 後 幾 小地獄 責苦 述 名前 關連 單語の の の には つかの での が べられるが や する だけを、

拾 刀山 火山 劍樹地獄 熱鐵丸 熱灰地獄 逆刺地獄 熱屎地獄 後半ってみると となるが、 、

。

 ・  、 、 。
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三 地獄 前述 小地獄 名前 合致の つの は した の と しない 優鉢地獄 縮聚地獄さらに から までの。 、

八 地獄 關 何 說明 施 八大地獄 十六 小地獄 區別 明確つの に しては の も されていない すなわち と の の が。 、

十六小地獄 關 槪念 定着になったといえるが に する はまだ していないといえよう、 。

他に 天使経 違 点 擧 今 大地獄 十六個 小地獄 付屬と う を げると までは に の が しているとされたが、 、

下線 個所 示 各地獄 十六個 小地獄 付屬 明記ここでは の が すように ごとに の が していると している また。 、

見逃 点 惡業 種類 地獄 認識 以前してはならない は の と がセットで されるようになったということである。

大地獄 小地獄 惡業 盡 循環 特定 惡業は と を が きるまで をするようになっていたものが ここではある の に、

特定 地獄 墮 八大地獄 各地獄 業因 触よってある の に ちるとされる ただし の における には れているが。 、

十六地獄 墮 惡業 其有衆生造諸雜業 命之後生十六隔子中 漠然に ちる については と、 。 。 、 諸雜業と

というだけである。

同 增一阿含經 卷三四 七日品 地獄 位置 考 上 參考 以下 記じく の の には の を える で となる のような  

述 見が いだされる。

須彌山頂東 西 南 北 縱廣八萬四千由旬 近須彌山南有大鐵圍山 長八萬四千里 高八萬里 又。 。 。 。 。

此山表 有尼彌陀山圍彼山 去尼彌陀山 復有山名佉羅山 去此山 復更有山名俾沙山 去此山 復更。 。 。 。 。 。 。

有山名馬頭山 復更有山名毘那耶山 次毘那耶有山名鐵圍大鐵圍山 鐵圍中間有八大地獄 一一地獄有。 。 。 。

十六隔子 然彼鐵圍山於閻浮里地多所饒益 閻浮里地設無鐵圍山者 此間恒當臭處 新修大藏経第二。 。 。 。  

卷 上 

須彌山 近 大鐵圍山 尼彌陀山 囲 尼彌陀山 佉羅山 囲に く があり これを が み さらに は が むようにして、 、

最後 鐵圍大鐵圍山 八大地獄 鐵圍中間 中間 鐵圍中間には があって は の にあるとされる というのは、 。

最初 大鐵圍山 最後 鐵圍大鐵圍山 間 指 一一地獄有十六隔子の と の の を しているのであろう また か。 、

小地獄 十六個 定着 明確 讀 取らは が として していたことが に み れる。

兩鐵圍山 間 地獄 位置 說 佛說長阿含經 同 卷第十の に が していると くのは においても じである  。

九 世紀経地獄品第四 には、 、

佛告比丘 此四天下有八千天下圍遶其外 復有大海水周匝圍遶八千天下 復有大金剛山遶大海水 金剛。 。 。 。

山外復有第二大金剛山 二山中間窈窈冥冥 日月神天有大威力 不能以光照及於彼 彼有八大地獄 其。 。 。 。 。

一地獄有十六小地獄 第一大地獄名想 第二名黑繩 第三名堆壓 第四名叫喚 第五名大叫喚 第六名。 。 。 。 。 。

燒炙 第七名大燒炙 第八名無間 其想地獄有十六小獄 小獄縱廣五百由旬 第一小獄名曰黑沙 二名。 。 。 。 。 。

沸屎 三名五百丁 四名飢 五名渴 六名一銅釜 七名多銅釜 八名石磨 九名膿血 十名量火 十一。 。 。 。 。 。 。 。 。

名灰河 十二名鐵丸 十三名釿斧 十四名豺狼 十五名劍樹 十六名寒冰 新修大藏経第一卷 下。 。 。 。 。   

、

。

。

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。

。 。 。 。   



見 四天 周囲 八千天下 囲 八千天下 周囲 大海水 囲 大海水 大金剛山と える の を が み の を が む さらに を。 、 。

囲 大金剛山 外 二大金剛山 二 間 八大地獄 存在 日月神が み また の には がある この つの に が し そこは、 。 、

威力 及 窈窈冥冥 狀態 國譯一切経一 注 金剛山 金剛の が ばない の であるという の には について。  、

山 世界 圍遶 鐵圍山 云 說明は を する を ふ と している、 。 增一阿含經 七日品。  

比較 細部 記述 食 違 兩鐵圍山 間 地獄 位置 点 同と すると の においては い いがあるが の に が している では、

八大地獄 想 黑繩 堆壓 叫喚 大叫喚 燒炙 大燒炙 無間 名 取 擧じである つづいて の の が り。 、 、 、 、 、 、 、 、

名前 見 增一阿含經 八難品 還活地獄 黑繩地獄 等害地獄げられているが だけを るかぎり の、   、 、 、

涕哭地獄 大涕哭地獄 阿鼻地獄 炎地獄 大炎地獄 異同 注目 兩者 名前などとは があって される の、 、 、 、 。

由來 一部 要約 以下の の を すると のようである。

增一阿含經 八難品  名前 由來の 長阿含經 世紀経  名前 由來の

還活地獄

復有彼衆生形體挺直 亦不動搖 爲苦所逼 不。 。 。

能移轉 形體以無肉血 是時 衆生自相謂言。 。 。 。

衆生還活 還活 是時 彼衆生便自還活。 。 。 。

想

衆生 鐵爪 失相 毒害が で たがい に

相 懷 相搔 冷風 吹 皮の を き く が き。

肉還生 尋 活 起立 自す いで き して。

相言 我今已 活 余ら す に く の。 。

衆生言 我 想 汝活く れ ふ く と。 。

黑繩地獄
罪人 形体 筋脈皆化 縄 鋸 以の して となり を、 、

身て をひく。
黑繩

獄卒 罪人 身 熱鐵縄 線 引は の に で を

熱鐵斧 破いて をもってこれを る。

等害地獄
罪人 一緖 集在 其 首 梟 尋は に して の を し いで、

還 活また えり きる。
堆壓

二 大石山 罪人 推壓 骨つの が を して

肉 碎を く。

涕哭地獄
罪人 善体斷滅 毛髮 遺余 惱の して の なく み、 、

受 限 称怨喚呼 聲絶を けること りなく の えず。
叫喚

大鑊中 入 熱湯涌沸 罪人 煮に れ して を

號咷叫喚苦痛辛酸萬毒並 至る び も。

餘罪未 畢 故 死だ らざるが に せざらし

故 叫喚地獄 名付む に と ける。 。

大涕哭地獄 涕哭地獄 大同小異と 。 大叫喚 叫喚 大同小異と 。

阿鼻地獄

父母 殺害 仏 偸婆 破 衆僧 鬪亂を し の を り と、 、

邪 習 倒見 邪見 共 相応し を い にして と に、 、

一切療治し すべからず、 。

燒炙
罪人 火 燃 鐵城中 入 熱炙を の る に れ

皮肉燋爛し す。

炎地獄 形体 烟出 皆融爛より て す、 大燒炙 燒炙 大同小異と 。

大炎地獄 罪人此 獄中 在 都 罪人 遺余 見の に るも て の を ず。 無間

罪人 皮 剝 熱鐵地 走は を がれ を らせ

大火 起 大鐵城 走られたり の る を、

罪人彈指らせられたりするなど の

頃 苦 時も ならざる なし。

兩者 相關性 項目 名前 同 黑縄 使 責まず において がある からいうと が じ と はその を われる、 、

苦 發想 同 責苦 內容 違 衆生 活 想 蘇 点 似通の がまったく じで と は の は うものの が く と い る では、

見受 責苦 絶叫 發想 点 同うことが けられる さらに と は による から された で じであり。 、

業火 体 燋爛 点 同 一方 相關性 認と は によって が してしまう で じである まったく が められない。 、

增一阿含經 等害地獄 阿鼻地獄 長阿含經 堆壓 無のは においては と であり においては と  、  

間 總合的 長阿含經 方 內容的 面 增一阿含經 具体的且 合理的である にいうと の が な で より つ で。 、    

除 熱地獄 設定 点 增一阿含經 熱地獄 性格あり を いてすべて として されている で より としての、   

表面化 方向 進を する へと んだといえよう。

十六地獄 關 記述 黑沙 沸屎 五百丁 飢 渴 一銅釜 多銅釜 石つづいて に する であるが、 、 、 、 、 、 、 、 、

磨 膿血 量火 灰河 鐵丸 釿斧 豺狼 劍樹 寒冰 名前 增一阿含經 八難品 擧などの は に っ、 、 、 、 、 、 、 、   

優鉢地獄 鉢頭地獄 拘牟頭地獄 分陀利地獄 未曾有地獄 永無地獄 愚惑地獄 縮聚地獄ている 、 、 、 、 、 、 、

  、 、
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刀山地獄 湯火地獄 火山地獄 灰河地獄 荊棘地獄 沸屎地獄 劍樹地獄 熱鐵丸地獄とはその、 、 、 、 、 、 、 、

名称 異 名 實 伴を にしている はあるが を わない。 八難品 比 各小地獄 固有 性格 有に べて の の を している

注目 点 內容的 寒地獄すべき は に に。 屬 優鉢地獄 鉢頭地獄 拘牟頭地獄 分陀利地獄する などがなく、 、 、

最後 五百丁 寒冰 豺狼 劍樹 除 熱地獄 描なり の などを いてすべて として かれることである、

八大地獄 平行 小地獄 熱地獄 性格 徹底 分と して においても としての が されつつあることが かる。 。

大地獄 小地獄 關係 前述 增一阿含經 八難品さて と の についてであるが したように ではある、 、   

特定 惡業 特定 大地獄 小地獄 墮 小地獄 墮 罪人 惡業の によってある の なり なりに ちるとされ に ちた は が、

盡 一六個 小地獄 循環 惡業 種類 對 認識 强 從 大地獄きるまで の を するようになる の に する が まるに って。

小地獄 個別性 目立 大地獄 相地獄 出 人 慞惶と の が ったわけであるが ここではたとえば の から た が と、

馳走 自 救 護 求 宿罪 牽 所 覺 忽 黑沙地獄 入 順次 小地獄 廻して し ら う を む の く を らずして ち に り に を。 、

点 違 八大地獄 十六小地獄 關連 深ることになる が う と の がより まったといえよう。 。

八大地獄 十六小地獄 確立 中 八寒地獄 方 変貌さて このように と が する で の はどのような をみせてい、

問 答 同 長阿含經 世紀経 以下 十地獄 名 由來るのであろうか この いに えるには じく の の の とその。   

說 記述 大 參考を く が いに となる。

又彼二山中間復有十地獄 一名厚雲 二名無雲 三名呵呵 四名奈何 五名羊鳴 六名須乾提 七名優。 。 。 。 。 。 。

鉢羅 八名拘物頭 九名分陀利 十名鉢頭摩 新修大藏経第一卷 下。 。 。 。   

最初 二山中間 二大金剛山 指 十地獄 八大地獄 同 位置 十地の は を していて は と じ にあることになる。

獄 名 厚雲 無雲 呵呵 奈何 羊鳴 須乾提 優鉢羅 拘物頭 分陀利 鉢頭摩 擧の として などが っ、 、 、 、 。 、 、 、 、

增一阿含經 卷三六 八難品 十六地獄 取 優鉢地獄 鉢頭地獄ているが の に として りあげられた、  、 、

拘牟頭地獄 分陀利地獄 四 地獄 十地獄 編入 分 以後 十地獄 名の つの がこの に していることが かる の、 。 、

。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。
。 。 。

。 。 。 。
。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。  

 



由來 說 記述 以下 長阿含經 世紀経 原典 同 思 長阿含經の を く がつづくが と を じくすると われる、 、   

大樓炭經 卷二 泥犁品 記述 比較の と してみる 。

世紀経 名前 由來の 大樓炭經 名前 由來の
備考 スッタニパーダ  

コーカーリヤ

厚雲 其獄罪人自然生身 譬如厚雲。 。 阿浮 自然生身 譬如雲氣。 。 地獄アップダ

無雲 其彼獄中受罪衆生 自然生身 猶如段肉。 。 。 尼羅浮 尼羅浮泥犂中罪人身 譬如鹿獨肉。 。 地獄ニラッブダ

呵呵 苦痛切身 皆稱呵呵。 。 阿呵不 甚酷甚痛大呼 口 弟 喚。 地獄アハハ

奈何 苦痛酸切 無所歸依 皆稱奈何。 。 。 阿波浮 甚酷甚痛大呼 口 弟 喚。 地獄アババ

羊鳴 苦痛切身 欲擧聲語 舌不能轉 直如羊鳴。 。 。 。 阿羅留 甚苦甚痛 欲喚呼不能但動舌。 。 地獄アタタ

須乾提 其地獄中擧獄皆黑 如須乾提華色。 。 修揵 身譬黃火。 白睡蓮地獄

優鉢羅 其地獄中擧獄皆靑 如優鉢羅華。 。 優缽 身靑譬如優缽 靑蓮地獄

俱物頭 其地獄中擧獄皆紅 如俱物頭華色。 。 拘文 身色黃白 譬如拘文。 。 黃蓮地獄

分陀利 其地獄中擧獄皆白 如分陀利華色。 。 分陀利 身色赤如分陀利。 白蓮地獄

鉢頭摩 其地獄中擧獄皆赤 如鉢頭摩華色。 。 蓮華 身紅色。 紅蓮地獄

世紀経 大樓炭經 內容 若干 違 除 同と との は の いを いてほぼ じである スッタニパーダ コー。  

見 十地獄 念頭 入 基準 世紀経カーリヤ に える を に れて これを にしてみると は、 意譯 大樓炭經、

音譯 傾向 分 同時 前述は をする があることが かる と に したように。 、 十地獄 最コーカーリヤ の は

初 地獄 地獄 增廣 增一阿からのものではなく ニラッブダ アップダ から されたものであって また、 、 、  

含經 八難品 十六地獄 取 優鉢地獄 鉢頭地獄 拘牟頭地獄 分陀利地獄 十の として りあげられた が 、 、 、

地獄 編入 経 推測への を てからのものであったことが される 。

八地獄 對立 十地獄 後 八寒地獄 確立 鉢頭摩地獄とにかく ここで に する の が することになったが、 、

鉢頭摩地獄中火焰熱熾盛 說明 点 寒地獄 性格 徹底が と されている ではまだ としての は されていない。

さ 十地獄 雜阿含經 一二七八経 以下 八地獄て この は になって のように となるのである、   。

佛告比丘 諦聽 善思 當爲汝說 譬如拘薩羅國 四斗爲一阿羅 四阿羅爲一獨籠 那 十六獨籠那。 。 。 。 。 。 。

爲一闍摩那 十六闍摩那爲一摩尼 二十摩尼爲一佉梨 二十佉梨爲一倉 滿中芥子 若使有人百年百年。 。 。 。 。

取一芥子 如是乃至滿倉芥子都盡 阿浮陀地獄衆生壽命猶故不盡 如是二十阿浮陀地獄衆生壽等一尼羅。 。 。

浮陀地獄衆生壽 二十尼 羅浮陀地獄衆生壽等一阿吒吒地獄衆生壽 二十阿吒吒地獄衆生壽等一阿波。 。

波地獄衆生壽 二十阿波波地獄衆生壽等一阿休休地獄衆生壽 二十阿休休地獄衆生壽等一優缽羅地獄衆。 。

生壽 二十優缽羅地獄衆生壽等一缽曇摩地獄衆生壽 二十缽曇摩地獄衆生壽等一摩訶缽曇摩地獄衆生壽。 。

比丘 彼瞿迦梨比丘命終墮摩訶缽曇摩地獄中 新修大藏経第二卷 下 上ー。 。 。   

例 說話 中 地獄 壽命 說 所 十地獄の スッタニパーダ コーカーリヤ の の で の を く であってここでは  

阿浮陀 尼羅浮陀 阿吒吒 阿波波 阿休休 優缽が 、 、 、 、 、

羅 缽曇摩 摩訶缽曇摩 八地獄 整理 阿浮陀 水泡 意の に された は の、 、 。 、

尼羅浮陀 水泡裂 意は の であり 阿吒吒 阿波波 阿休休 苦痛 發 絶叫 擬は のため せられる に せたもの、 、 、

、

、

。 。

  、 、
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累述 優缽羅 靑蓮華 缽曇摩 紅蓮華 各 意味 摩訶缽曇摩 摩訶 大である したように は は を 々 し の は きい。 、 、

意味 結果的 十地獄 中 須乾提 俱物頭 分陀利 省という である に の で が かれることになったわけであ。 、 、

以後 形 後 経典 八寒地獄 取入る この は の に としてほぼそのまま れられることになる。 、 。

4. おわりに

以上 八熱地獄 八寒地獄 十六小地獄 地獄像 形成 過程 文獻 四阿含經といった が する をベーダ から、 、 、

對象 考察までを にして してみた。

死者 住處 天 簡明 思想 國まず リグ・ベーダ において の は であるとする な があってそのヤマの、  

仏敎 見 極苦 世界 樂 滿 理想 樂土 考 次は に られるような の ではなく むしろ しみに ちた の と えらた、 。

天國 對置 場所 地獄 徐 示の アタルヴァ・ヴェーダ になると に される としての が 々にかたちを す  、

以後 時代 降 後期 文獻 人ようになり アタルヴァ・ヴェーダ が り のヴェーダ になると ヤマは、  、 、

間 善惡 行爲 判定 死後 審判者 地位 与 一 頂点の の を するものとなり の という を えられる その つの、 。

死者 國 死者 裁 罪人 恐 暗黑として マハーバーラタ があって ヤマは の にあって を き は ろしい の  、 、

世界 責 苦 受 地獄 諸相 西曆前二世紀 成立でさまざまな め を けるとされる このような の は ごろに。 、

法典 法典 顯著 特色したとされる マヌの ヤージュニヤ・ヴァルキヤ などになると な がそこ    、

目立 多彩多樣 地獄 分化 地獄名 頻出 二一 地獄 整理に ってくる それは な の の であって の に され。 、 、

てくる。

仏敎 受容 一 天 昇 夜摩天 焰摩天 欲界 第三天 輝に されたヤマは つは に って となった の で、 、 。 、

光 滿 溢 晝夜 別 不思議 歡樂 世界 一 地 閻魔く に ち れて の がなく な の とされる いま つは にもぐって、 。

王 地獄 主催者 初期 経典 說 閻魔王 支配 地獄となり の とされた の が くところでは の する そのも、 。 、

記述 單純 感興のの は かなり なものとみていい たとえば ダンマ・パダ や ウダーナァルガ の、 。    

惡 行 人 地獄 惡 所 閻魔王 世界 墮 說ことば などには い いをした は い の に ちると かれるが どの 、 、

責 苦 受 地獄 触 一方ような め を けるのか はどこにあるのかなどについては れない スッタニ、 。 、 

地獄關連記述 上記 二書 具体的 特パーダ における は の よりもっと であって に コーカーリヤ に 、

十地獄 名前 壽命 惡業 責苦 詳 責苦 後 時代 典型的 責苦は の と について しい は の にごく な として、 、 。

登場 点 注目 十地獄關連記述している が されるが、 成立年代 疑問 惡には が があること さまざまな、

業 說 關 以上 除 地獄 關連 說 記述は かれているにも わらず の コーカーリヤ を くと と づけて いている は

幾 數 散文 具大的 名前 登場 關 後 地獄 責苦つかを えるにずきないこと の な が しているにも わらず の の、

地獄 屬 說明 点 合 地獄がどの に するかを していない も わせて まだ の、 、 思想 組織化は されていないの

である。

次 四阿含 關 中阿含經 天使経 地獄 位置 深 無量由延は に してである には の について さが にし。  

地底 具体的 記述 地底 明記 注目 四門て にあるといい な ではないものの と していて される また、 。

大地獄 拔 出 罪人 峰巖地獄 糞屎地獄 鐵鍱林地獄 鐵劍樹林地獄 灰河 生 責苦から け た は に じて、 、 、 、

後 十六小地獄 關連 注目をうけるとされ の と して される、 。

天使経 敷衍 潤色 思 增一阿含經 善聚品 天使経 地獄 位置を ・ したと しい には においての の  



省 段階 地獄 位置 地底 認識 当 前 考がそっくり かれていて この では の は であるとの が たり であると、

天使経 比 大地獄 付屬 小地獄 明記えらたようである また に べて に している があると されており。

小地獄 十六個 十六 地獄 名前 中 六 地獄 名前 見その は であるという しかし の の の つの の しか、 。 、 、

各地獄 責苦 關 記述 最初 熱灰地獄 沸屎地獄 他えず の に する も の から までだけになっている に、 。

天使経 場合 各地獄 單純 一回 對 熱灰地獄 沸屎地獄の を に りするのに して ここではまず から ま、 、

廻 熱屎地獄 軸 二種類 循環 経路 辿 点 注目で って を に の の を っている は される。

增一阿含經 善聚品 未完 終 十六 小地獄 名前 見 同 增一阿では のまま わった の の が えるのは じ   

含經 八難品 同時 大地獄 八大地獄 擴大 点 見逃においてである と に が に されている も せない 。 。

小地獄 責苦 關 記述 幾 地獄 限定 八大地獄 十六しかし での に する は つかの にだけ されており と の、 、

小地獄 區別 明確 十六小地獄 關 槪念 定着の が になったといえるが に する はまだ していないといえ、

他 天使経 違 点 各地獄 十六個 小地獄 付屬 明記 点よう に と う は ごとに の が していると されている。

特定 惡業 特定 地獄 墮 点 擧ある の によってある の に ちるとされる などが げられる、 。

一方 佛說長阿含經 世紀経地獄品第四 金剛山 鐵圍山 間 地獄 位置 說には の に が していると く、  。

地獄 地底 垂直的 視点 水平的 視点 持 込が にあるという な だけではなく な が ち まれるようになったわけ、

增一阿含經 七日品 同樣 経 八大地獄 名 取 擧 名前である も この には の が り げられているが だけ  。 、

見 增一阿含經 八難品 異同 注目 名前 由來 見 世を るかぎり のそれとは があって される の を ると  。 、

紀経地獄品第四 方 內容的 面 八難品 具体的且 合理的 熱地獄 性格の が な で より つ であり としての を、

表面化 方向 進 十六地獄 關 記述 名 實 伴する へと んだといえよう に する においても はあるが を わない。

八難品 比 各小地獄 固有 性格 有 寒地獄 屬 優鉢地獄 鉢頭地獄 拘牟頭に べて の の を しており に する、 、 、

地獄 分陀利地獄 小地獄 熱地獄 性格 徹底などがなくなるなど においても としての が されつつあること、

分 他 大地獄 小地獄 關係 一 大地獄 出 人 順が かる に と の についてであるが ここでは つの のから た が。 、 、

次 付屬 小地獄 廻にその の を るとされる。

最後 八寒地獄 長阿含經 世紀経 経 原典 同さて に についてであるが とこの とと を じくすると、 、  

思わ 長阿含經 大樓炭經泥犁品 十地獄 名れる には の がみえており スッタニパーダ コーカーリヤ  、  

十地獄 關連性 確認 增一阿含經 八難品 十六地獄 取 優鉢地獄の との が される に として りあげられた。  

鉢頭地獄 拘牟頭地獄 分陀利地獄 四 地獄 編入 十地獄 形 推測の つの がここに して の になったと される、 、 、

この。 十地獄 雜阿含經 一二七八経 八地獄 整理 後 経典 八寒地獄は になって と され の に としてほぼそ  、

取入のまま れられることになる。
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